
 

令和５年度の⾃⼰評価及び学校関係者評価実施報告書 
学校法⼈須⽥学園 きよみ幼稚園 

 
 
１ ⾃⼰評価の実施 
 
    教職員⾃⼰評価     実施⽇ 令和６年３⽉４⽇ 
    保護者アンケート調査  実施⽇ 令和６年２⽉１⽇ 
 
 
２ 学校関係者評価実施 
  
    学校関係者による評価  実施⽇ 令和６年３⽉１９⽇ 
 
 
２ 本園の教育⽬標 
  
   ・調和のとれた⾼い⼈格を持つ⼦ども 
   ・健全な社会⽣活を営め、社会に貢献できる⼦ども 
 
 
３ 評価項⽬ 
   
   （１）幼稚園運営について 
   （２）健康と安全について 
   （３）保育内容について 
   （４）園⾏事について 
   （５）教職員について 
   （６）⼦育て⽀援について 
 
 
 
 
 
 



令和５年度 ⾃⼰評価報告書 
 

令和６年３⽉１５⽇ 
学校法⼈須⽥学園 きよみ幼稚園 

 
１. 本園の教育⽬標 
  
   ・調和のとれた⾼い⼈格を持つ⼦ども 
   ・健全な社会⽣活を営め、社会に貢献できる⼦ども 
 
 
２．本年度重点的に取り組む⽬標、計画 
 
   園⽣活の中での様々な経験に興味や関⼼を持ち、豊かな感性を育てる。また、⼈に対

しての愛情や信頼感を園での活動を通じて育てる。 
 
 
３．評価項⽬に対する⾃⼰評価と取り組み状況 
    
 評価項⽬ ⾃⼰評価 取 り 組 み  状況 
１ 幼稚園運営 

A 

・今年度より、２歳児クラスを設置した。乳児や幼児の保育
に関する専⾨性を⾼めるために、連携保育施設などで研修を
⾏った。 
・保護者からの直の意⾒や要望を⼤切にし、園の運営の向上
を図った。 
・幼稚園のことをよりよく知ってもらうため、地域の⼦ども
が幼稚園のイベントに参加しやすいよう⼼がけた。 
・れんらくアプリを利⽤しながら、保護者からの伝達事項な
どを職員が共有できるようにした。 

２ 健康と安全 

A 

・コロナ感染症は落ち着き、通常どおりの園活動を⾏った。 
・感染症蔓延防⽌のために、幼稚園全体、学年やクラスの園
児の感染症罹患情報を、保護者に知らせた。 
・園内に感染症に罹患した園児がいた場合は、園医に相談
し、園としての対応の指⽰を仰いだ。 
・園バスの置き去りに対しての園内マニュアルを作成し、職
員で共有した。また、「たすけてうしさん」のキャラクター



を作り、危険時に園児が対応しやすいよう⼯夫した。 
・園バス置き去りに関しては、園の取り組みを保護者にもわ
かりやすく動画で知らせ、安⼼して園バスを利⽤できるよう
にした。 

３ 保育内容 

B 

・各⾏事への取り組みと並⾏して、⼾外あそびの時間を⼗分
にとれるように配慮した。 
・２歳児クラスに「リトミック」を取り⼊れ、専⾨講師の指
導のもと、楽しく参加することができた。 

⾳楽指導 

A 

・⾳楽の先⽣の助⾔により、⾳楽会練習により意欲的に取り
組むことが出来た。 
・唄い⽅や姿勢、楽器のたたき⽅など専⾨的な視点でアドバ
イスをもらうことが出来た。 

英語指導 

B 

・通年通し英語指導を実施しているため、園児の英単語のア
ウトプットが増えてきた。 
・毎回決まった歌を歌うことにより⾃然と英語の歌が出て
くるようになった。 

かきかた教室 
B 

・ひらがなへの興味がより向上した。 
・鉛筆を持つ前段階として、クレヨンやスタンプを使⽤して
親指、⼈差し指、中指の 3 本の指⼒の⼤切さを学べた。 

⼼理巡回 
B 

・⼼理⼠の先⽣の助⾔により、適切な声掛け、促し⽅を学べ
た。職員の保育⼒、指導能⼒の向上につながっている。 

体操教室 
A 

・運動会を⼀つの⽬標に、クラス、学年で協⼒することの⼤
切さを実感できた。また、達成感を味わい、次に挑戦する意
欲、気持ちが芽⽣えた。 

４ 園⾏事 
B 

・コロナ感染症による参加⼈数の制限を撤廃し、園児全体で
参加できるようになった。これにより、他学年の園児との交
流も深まった。 

５ 教職員 

B 

・保育者としての⾃覚を意識し、園児や保護者と関わること
ができた。 
・園児から⽬を離さないために、必ず１名以上の職員が活動
に付き添うようにした。 

６ ⼦育て⽀援 

A 

・園児とのかかわり⽅を知るために、⼼理⼠の巡回を定期的
に⾏い、職員に対してアドバイスをいただいた。 
・保護者や地域の⽅にも、⼼理⼠に悩み事などが個⼈的に相
談できる「⼦育て相談会」を実施した。 

評価 A・・・⼗分に成果があった。  B・・・成果があった。  
C・・・少し成果があった。   D・・・成果がなかった。 



４．令和６年度の課題 
   

１ 幼稚園運営 ・２歳児クラスに関しては、多様な通園スタイルに対応できる
よう、職員の共通認識を深めていく。 
・現在のニーズに合わせた経営態勢を整えていく。 

３ 保育内容 ・保護者アンケートからの意⾒をふまえ、園児の情緒的な成⻑
を妨げないよう、保育内容を精査していく。 
・園児が楽しく、笑顔で過ごせるよう⼯夫する。 

４ 園⾏事 ・園⾏事を、保護者が参加しやすいように⼟曜⽇に移⾏して⾏
うため、時間や参観場所についてより検討していく。 

５ 職員 ・出勤⽇や出勤時間が異なる職員がいるため、全職員で園や園
児の情報を共有していけるよう努める。 
・研修⽇を増やし、職員の保育の質向上に努める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



令和５年度 学校関係者評価報告書 
令和６年３⽉２９⽇ 

学校法⼈須⽥学園 きよみ幼稚園 
 
  令和６年３⽉１９⽇に、学校評価委員会を開催しました。 
 
   会議において、 職員⾃⼰評価 

保護者アンケート 
令和５年度⾃⼰評価報告書 

  をもとに、評価委員会との意⾒交換を⾏いました。 
 
 

 評価項⽬ 評価内容・意⾒ 
１ 幼稚園運営 ・今年度より始まった２歳児クラスの評判が良く、今後の規

模拡⼤に期待している。 
・現代のニーズに合わせた、アプリ運⽤、動画配信などがあ
り、適切な運営が出来ている。特に園⾏事や保育の様⼦を保
護者に動画でお知らせすることが好評である。 

２ 健康と安全 ・感染症による学級閉鎖があった。やむ負えないことである
のは承知しているが、今後そのような事態が起きないよう期
待している。 
・嘔吐処理⽅法を変更し、より感染症に対せて安全安⼼な保
育態勢を⽬指していることが伝わってくる。また、発熱時に
⾃宅まで送ってくれるのはとてもありがたい。もっとアピー
ルポイントにしても良いと思う。今後もそのようなサービス
を続けて欲しい。 

３ 保育内容 ・以前に⽐べ外あそびの時間が多くあるようで、⼦どもが楽
しく過ごしてる声がよく聞こえる。午前中の教育的部分との
メリハリが出来ていてとても良い。 

⾳楽指導 ・やはり専⾨の先⽣の視点は違うので、今後も専⾨分野の先
⽣を積極的に活⽤してほしい。 
・⾳楽会で完成度の⾼い発表をしていたのは、先⽣と園児の
練習の成果ではあると思うが、⾳楽の先⽣が加わることによ
りより向上していると感じた。 
・2 歳児クラスのリトミックも⾏っている先⽣なので、⼀貫
性があって、⾳楽会以外でも定期的に指導してほしいい。 



英語指導 ・⾃宅で英語の歌をうたっていることがあり、⽿に残ってい
ると感じる。天気を英語で⾔っていることがある。幼稚園以
外で英語をやっていないので、週に⼀回でも成果が出ている
と感じている。 
・今はインプットの時期なので、もっと実施回数を増やして
ほしい。 

かきかた教室 ・専⾨の先⽣の教え⽅が⾯⽩く、幼児にとって分かりやすい
⾔い回しをしていて、分かりやすい。ひらがなへの興味がわ
き、全⽂字かけるようになった。 
・クジャク法を⾃宅で実践している。この⽅法により⾃分で
正しい鉛筆の持ち⽅を実践することが出来るようになった。 

⼼理巡回 ・先⽣だけでは⼼細いと思うので、専⾨家からアドバイスを
もらえる環境があることは素晴らしい。先⽣の質の向上につ
ながっているのであれば今後も定期的に⾏ってほしい。 

体操教室 ・運動を楽しく⾏っているのが保護者としても嬉しい。 
・運動会での真剣な姿に毎年感動している。 
・プールの回数をもっと⾏ってほしい。 

４ 園⾏事 ・全体で⾏う⾏事が増え嬉しい。他学年の園児を⽬にする機
会が増え、余計にわが⼦の成⻑を感じる。 
・新しい⾏事やイベントが多くあり、次は何かなと親⼦⼀緒
に楽しんでいる。 
・保育参観も多くあり、今まで保育の様⼦をみることの出来
なかった時期が⻑かったので、嬉しい。働いている保護者も
増えてきたので、その⽇の動画配信などフォロー体制も出来
たらより良いと思う。 
・園⾏事を⼟曜⽇に⾏う新たな試みの中で、保護者に満⾜し
てもらえるよう⼯夫してほしい。 

５ 教職員 ・若い先⽣も多いが、その分元気があり園全体が明るい。 
・先⽣が⼦どものことが⼤好きなんだと感じる。 
・礼儀もしっかりしていて、いつも元気に挨拶してれる。⾃
⾝のクラス以外の⼦も把握していて、他クラスのこにも話し
かけてきてくれる。 

６ ⼦育て⽀援 ・保護者、地域の⽅向けに⾏っていた「⼦育て相談会」はと
ても良いと思った。利⽤はしなかったが、相談したいときに
どこに⾏ったらいいかわからないので、幼稚園で⾏ってくれ
るはありがたい。話せる環境があるだけで安⼼する。 
・専⾨家の視点で解決⽅法が⾒つかりそう。 


